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≪自著紹介≫ 
山川菊栄から学ぶ 
Yamakawa Kikue kara manabu (Learning From Yamakawa Kikue) 
 
 わたくしは、ある縁で、早稲田大学の文学部史学科の卒業論文で、山川菊栄の、
主に 1920 年代前半の女性解放思想について纏めたことがある。それからはや 40
年が経過しようとしている。 
 
母のこと 
 わたくしの母（1922 年生まれ）は、満 4 歳のとき、父に労災事故で死なれて、
里子に出された。その時、一番下の弟が、実母のお腹にいた。父の死後、東京府
下荏原郡（現、品川区）から、物価の安い東京府下南葛飾郡亀戸（現、江東区）
に転居する。一番上の姉が、少しでも家計の足しにと考え、姉が 9 歳、次姉が 7
歳、母が 4 歳で、亀戸の町を練り歩いて、納豆を売って歩きまわった。 
 里子に出されたのは、実母の母親（つまり母の祖母）が、「口減らし」をと思っ
て、出されたようだが、実母は手放すことに反対であったらしい。母は、都会育
ちで、農村での暮らしは初めてで、さぞかし辛い体験をしたと思われる。就学期
に達しても養家では、学校に行かせてくれず、母は、手紙を書いて、早く迎えに
きてくれと懇願、姉が 3 年分の養育費を持って迎えに来てくれた。 
 母は、小学校中学年のころ、小児リューマチに罹り、整骨院に通って、漸く治
癒した。尋常科卒業後、高等科に行きたいという希望を持ち、夜間の高等科に通
うが、またしても母の祖母が、女世帯では心細かろうと思い、強く再婚を進め、
義理になる父がやってきた。考えるに、当時は、親の意思を無視することは難し
かったようである。やがて、義父との間に二人の異父弟が生まれ、夜間学校には
下の弟を伴って行かざるをえなかった。 
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 わたくしの祖母は、若いころお屋敷奉公し、身に着けた和裁で身を立てており、
一日中、針仕事に没頭していた。母は、学校で、末弟が飽き、泣き出すと教室か
ら退室せざるを得なくなり、それが重なると、学校を辞めざるを得なかった。 
 亡父が生存中、好きだったら、女子大まで行かせてあげると聞いて、心を弾ま
せていた。母にとって、さぞ無念のことであったろうと思う。 
 その後、母は、本所区錦糸町（現、墨田区）にあった、ある小さな袋物工場に
通い始めた。東京下町は、いわば「人種の坩堝」で、食と職にあぶれた在日朝鮮
人の方がたが少なからず在住しており、その子女たちとも机を並べ、この袋物工
場に勤めていた子もいたという。またミシンの踏み台に足が届かない幼少の少
女・少年たちもいて、未就学の子もいたようである。 
 母は仕事に励み、残業もこなして、銭湯に行って帰ると、12 時近くになること
もあったという。帰宅すると、翌日の朝ご飯の用意をし、大きなお釜でお米を研
ぎ、漸く寝床に入ることができた。翌日は朝早く起き、朝食後、工場に行った。 
 母は町工場の低賃金・長時間労働に嫌気がさし、時計会社の精工舎の試験を受
け、螺子きりの仕事についた。同工場は、一部歩合制になっており、休み時間も
惜しんで働いた。 
 
山川菊栄から学ぶ 
 幼い時から、母の話を聞いて育ったわたくしは、長じて、漸く大学に進むこと
になり、近代日本の働く女性・子どもの歴史について勉強したく思った。ただそ
の当時の大学は、いわゆる「全共闘」時代の息吹がまだ残っており、特に在学し
ていた早大ではある事件（川口君事件）があり、勉強どころではない事態が続い
ていた。 
 わたくしもご多聞に洩れず、この事件に関して加わり、授業にはあまり出ない、
不良学生の一人であった。このため、1 年間留年する羽目に陥り、事態が収束し
たあと、最終学年を迎えることになり、卒論に取り組むことになった。前述した
ように、わたくしは、当初、母の経験談を聞き、東京下町の女性労働者の生活と
闘いについて書きたいと思っていた。が、手本もなく、手だてもなく、ある時、 
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山川菊栄（1890～1980 年）の文章を読んだところ、素敵に面白く、以後、彼女の
文章を読み継いでいった。 
 早稲田大学で、まず誇るべきは図書館であろう。当時、わたくしは大学の近く
に友人と間借り生活をしており、朝一番で図書館に駆け込むことができた。主査
の先生は、近現代史の先生でなく、近世史を専攻されていた、当時、助手（のち
教授）の深谷克己先生であった。 
ともあれ、この卒論の抜粋が某誌に掲載されることになり、それが契機で、山
川菊栄没後、全 10 巻別巻 1 巻からなる『山川菊栄集』（岩波書店）の編集作業に
当たることになる（81～82 年刊）。この編集に関していうと、大学院生の頃、お
世話になった鹿野政直先生の推挙が大きかった。 
 それ以降、岩波書店に限っても、全 3 巻からなる『山川菊栄女性解放論集』（1984
年）、『山川菊栄評論集』（1990 年）、全 8 巻別巻 1 巻からなる『山川菊栄集 評論
篇』（2011～12 年）、『おんな二代の記』の新装増補改訂版（2014 年）を出しても
らった。 
 また長らく 104 回にわたって拙稿「はたらく女性よ 団結せよ 山川菊栄の思
想と生涯」の連載を掲載してくれた雑誌『科学的社会主義』編集部と読者に感謝
する。いずれこの連載をもとに、加筆削除修正を施し、単著にしたく願っている。 
 
「慰安婦」問題と尹貞玉先生との出会い～山川菊栄を学ぶなかから見えてきたも
の 
 わたくしが山川菊栄から学んだことは多いが、ここでは紙幅が限られているの
で、特に強調しておきたいことのみ記したい。山川の女性問題の原点が、差別の
撤廃、平等かつ安全に働けること、加えてそれらの解決を女性や被差別者自身が
力をつけて勝ち取っていくことを強調したことである。 
 さらに特記しておきたいことは、山川が「性」に関して、性の二重基準の認識、
生と性の女性の自己決定権の獲得、今日いうところのドメスティック・バイオレ
ンスやセクシュアル・ハラスメント、強姦、さらに公娼制など「性買売」を女性
への性暴力と明確に認識していた点である。 
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 このことに関していうと、わたくしは、1980 年代後半から、日本軍「慰安婦」
問題を日本の女性の視点から取り組むことの重要性を感じ、友人の角田由紀子弁
護士に相談し、日本社会での争点化を及ばずながら目指した。 
1990 年 1 月、韓国梨花女子大の英文科教授で、韓国社会で、この問題を直視・
追及し、被害者の足跡を求め、国内外で踏査を続けておられた尹貞玉先生（1925
年生まれ）に同年 3 月ソウルでお会いし、お話を伺う機会を得た。先生との邂逅
は、わたくしにとって、人生の最大の僥倖の一つであったといえる。 
 山川菊栄を通し、性・民族・階級・人種・国籍等の違いを超え、人間の平等と
幸福追求権、基本的人権を確保するための平和的生存権の大切さを理解し、「慰安
婦」問題が女性の生存権や尊厳を蹂躙するものであり、かつ複合差別の最たるも
ののひとつであることを認識し、被害国の女性や市民との連帯へと踏み出す経緯
になった。以上、教えを受けたかたがたやお世話になった方がた、特に菊栄の一
人息子の振作先生（1917～90 年）から多大な教えを受けたことなどを改めて思い
起こし、感謝するものである。 
なお、最初の選集の折、お世話になった岩波書店の竹田行之・元編集部長に編
集の基本を伝授していただいた。竹田さんは 2015 年 9 月、享年 87 歳で逝去され
た。この恩義について、わたくしも会員の一人である、『大逆事件を明らかにする
会 会報』の最新号に短文を寄せた。（2015 年 10 月 19 日記） 
 
 
 
 
 
 
 
 
